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説明資料 



国際機関への拠出金等について 

○ＯＤＡの種類 

○行政事業レビューを通じて点検を行う外務省予算の 
 うち、任意拠出金・分担金が約４割を占めている。 

○平成25年度外務省当初・補正予算（レビュー対象経費） 
事業 金額 割合 

全事業合計 約６，７００億円 １００％ 
任意拠出金・分担金の合計 約２，７００億円 ４０％ 

うち任意拠出金 約１，３００億円 １９％ 
うち分担金 約１，４００億円 ２１％ 

政府開発援助 
（ＯＤＡ） 

二国間援助 

技術協力 無償資金協力 有償資金協力 
（円借款） 

国際機関に対する出資・拠出金等（※） 

（※）拠出金等 
   ＝拠出金＋分担金 



事業名 拠出額 拠出率 拠出順位 ｲﾔﾏｰｸ / ﾉﾝ･ｲﾔﾏｰｸ 

①UNHCR拠出金 152億円 8％ ２位 ｲﾔﾏｰｸ / ﾉﾝ･ｲﾔﾏｰｸ 

②人間の安全保障基金拠出金 8億円 99％ １位 ﾉﾝ･ｲﾔﾏｰｸ(※) 

③UNDPﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ基金 197億円 100％ １位 ｲﾔﾏｰｸ 

④UNIDO分担金 16億円 19％ １位 ﾉﾝ･ｲﾔﾏｰｸ 

○秋のレビュー対象事業（25年度当初・補正予算合計（レビュー対象経費）） 

国際機関への拠出金等とは 
○拠出金等の種類 
１．任意拠出金 
（１）国連基金・計画等へのコア（一般予算向け）拠出（①） 
（２）国連機関へのノンコア拠出 
  ア 多国間（マルチ・ドナー）信託基金への拠出（②） 
  イ 日本信託基金への拠出（③）             など 

２．分担金：国際機関の設立条約に基づく国際法上の義務 
 国連分担金、国連専門機関等分担金（④）          など              

※人間の安全保障に資する事業に資金が充当されるものの、基金のガイドライン上、拠出国は個々のプロジェクトに対してイヤマークできないことからノン・イヤマークと整理。 

http://www.google.co.jp/url?url=http://www.unic.or.jp/&rct=j&frm=1&q=&esrc=s&sa=U&ei=lsdPVNDmFaLymQW3jYLQBA&ved=0CBYQ9QEwAA&usg=AFQjCNEhPsbd4V-eUoQuiMgHF5KWUIWY4g


諸外国による国際機関に対する評価例 

○豪州：Australian Multilateral Assessment（2012年） 
 ＜ＵＮＨＣＲに関する評価＞ 

○英国：Multilateral Aid Review（2011年）  
 ＜ＵＮＩＤＯに関する評価＞ 

UNHCR 

UNIDO 対象：43機関 
評価の観点： 
①英国開発目的 
 への貢献度 
②組織の強靭性 
※2013年に更新 

対象：42機関 
評価の観点： 
①結果と妥当性 
②組織的行動 

出典：英国国際開発省 

出典：豪州外務貿易省 



○英国等の諸外国とは異なり、国際機関への拠出等に当たって、
国際機関に対する多面的・定量的な評価がなされていない。 

○個別プロジェクトにイヤマークした任意拠出であるにも関わら
ず、プロジェクトごとの成果に係る評価がなされておらず、Ｐ
ＤＣＡサイクルが確立されていない。 

○また、行政事業レビューシート等において、国から国際機関へ
の拠出までは記載されているが、拠出金の使途や他国の拠出状
況など透明性を高めるための情報開示が不足。 

拠出金等の評価・点検状況 

 
予算措置 執行（拠出） 

支援の実施 
（アウトプット） 

支援の効果 
（アウトカム） 
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